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社協だより

特集１　赤木保育所リニューアル　定員 20 名増 !　～ 待機児童解消 ～

特集２　夏・ボランティア体験プログラム開催決定！

社協だより No.133① 社協だより No.133 ⑧

問い合わせ先 各事業等に関するお問い合わせは ☎ 024ー932ー5311  FAX 024－932－6768

みんなで支え合い  一人ひとりが輝けるまち  こおりやま

◆申込期間　７月１日（月）～８月２日（金）
　　　　　　※定員になり次第締め切ります
◆内　  容　ワークショップ
　　　　　　「プリザーブドフラワー作り」と茶話会

郡山市社会福祉協議会
避難者生活支援相談室まで
TEL 024－953－8337

お問い合わせ・申し込み先

ワークショップを通じて
新たな趣味や友人を
見つけてみませんか

◆日　  時　令和元年８月20日（火）
　　　　　  

◆対 象 者 　郡山市内に避難されている方、郡山市にお住まいで
　　　　　　 プリザーブドフラワーに興味のある方
◆参 加 費   １人1,000円　※要申込み
◆定　  員　午前･午後ともに35名ずつ（先着順）
◆会　  場　郡山市総合福祉センター５階 集会室

 

コミュニティカフェ開催コミュニティカフェ開催
午前の部　午前10時～正午まで
午後の部　午後１時30分～午後３時30分まで

避難者生活支援相談室からのお知らせ避難者生活支援相談室からのお知らせ

中学生以上の方で、市内在住または通勤通学をしている方
※ただし、中学生・高校生は事前学習会から事後学習会まで
　全日程参加できる方

①高齢者や障がい児者、児童などが利用する施設・団体での
　交流
②各種ボランティア・市民活動団体での体験学習

＜中学生・高校生コース＞
100名（それぞれの活動先が定員になり次第終了）
＜学生・社会人コース＞
※体験期間中、活動先の定員に余裕がある限り、随時受付
　します。

500円（ボランティア活動保険の掛け金および資料代として）
また、食事代や交通費など活動にかかる費用は参加者の負担となります。

＜中学生・高校生コース＞
　６月３日（月）～６月17日（月）まで

中学生・高校生は各学校を通じて申し込みをしてください。

＜学生・社会人コース＞
　７月18日（木）から受付を開始します。

専門学校生・短大生・大学生および社会人の方は、ボランティアセン
ターへ来所し、申し込みをしてください。まずはお電話で来所する
日時をご相談ください。（プログラム開催期間中いつでも受付します）

　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間
を利用して気軽に体験活動を通して、さまざまな人と出会い、関わりながらボランティア活動への理解と関心を深めていただ
くことを目的に「2019 夏･ボランティア体験プログラム」を開催します。ボランティア体験を通して社会とのつながりを広げ、
地域社会や自分自身を豊かにすることができる素晴らしいチャンスです。
　今後、次世代を担っていく学生のみなさんをはじめ、地域社会を支えている社会人のみなさんもぜひ参加してみませんか？

郡山市社会福祉協議会「2019夏・ボランティア体験プログラム」係　
TEL 024-924-2968　FAX 024-924-2954　　E-mail：k-shakyo-v@violin.ocn.ne.jp

※事前・事後学習会は、中学生・高校生が対象です。学習会に出席しない方は活動に参加できません。
※専門学校生・短大生・大学生および社会人の方につきましては、個別にオリエンテーションを行います。

夏・ボランティア体験プログラム開催！

問い合わせ
郡山市社会福祉協議会「2019夏・ボランティア体験プログラム」係　
TEL 024-924-2968　FAX 024-924-2954　　E-mail：k-shakyo-v@violin.ocn.ne.jp

参加対象

2019
　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間
を利用して気軽に体験活動を通して、さまざまな人と出会い、関わりながらボランティア活動への理解と関心を深めていただ
くことを目的に「2019 夏･ボランティア体験プログラム」を開催します。ボランティア体験を通して社会とのつながりを広げ、
地域社会や自分自身を豊かにすることができる素晴らしいチャンスです。
　今後、次世代を担っていく学生のみなさんをはじめ、地域社会を支えている社会人のみなさんもぜひ参加してみませんか？

中学生以上の方で、市内在住または通勤通学をしている方
※ただし、中学生・高校生は事前学習会から事後学習会まで
　全日程参加できる方

活動先・活動内容
①高齢者や障がい児者、児童などが利用する施設・団体での
　交流
②各種ボランティア・市民活動団体での体験学習

募集定員
＜中学生・高校生コース＞
100名（それぞれの活動先が定員になり次第終了）
＜学生・社会人コース＞
※体験期間中、活動先の定員に余裕がある限り、随時受付
　します。

参 加 費
500円（ボランティア活動保険の掛け金および資料代として）
また、食事代や交通費など活動にかかる費用は参加者の負担となります。

（オリエンテーション、活動先
の担当者との打ち合わせ等）
※昼食は各自持参してください。

事前学習会

7月13日（土）
午前10時～午後３時

場所／郡山市総合福祉センター

（事前学習会に出席できな
かった方が対象）　

追加学習会

7月17日（水）
午後５時30分～午後７時

場所／郡山市総合福祉センター

この期間中、３日～５日間
程度の活動をしていただき
ます。

ボランティア体験期間

7月22日（月）～８月16日（金）
事後学習会

8月31日（土）
午後１時30分～午後４時

場所／郡山市総合福祉センター

活動を体験した仲間と一緒
に体験のふりかえりをしま
す。

※事前・事後学習会は、中学生・高校生が対象です。学習会に出席しない方は活動に参加できません。
※専門学校生・短大生・大学生および社会人の方につきましては、個別にオリエンテーションを行います。

＜中学生・高校生コース＞
　６月３日（月）～６月17日（月）まで

募集期間

中学生・高校生は各学校を通じて申し込みをしてください。

＜学生・社会人コース＞
　７月18日（木）から受付を開始します。

専門学校生・短大生・大学生および社会人の方は、ボランティアセン
ターへ来所し、申し込みをしてください。まずはお電話で来所する
日時をご相談ください。（プログラム開催期間中いつでも受付します）

場所／郡山市内の福祉施設や
　　　ボランティア団体等で活動

特集2

この印刷物は、FSC の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。
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新園舎に笑顔いっぱい、
たくさん遊んで大きくな～れ♪
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令和に羽ばたけ
あかぎっこ！
令和に羽ばたけ

新園舎に笑顔いっぱい、
たくさん遊んで大きくな～れ♪

あかぎっこ！



社協だより No.133③ 社協だより No.133 ②

（平成30年度～平成33年度）

　昨年８月の工事着工から約８か月。待ち望んでいた赤木保育所の新園舎が去る
３月28日に無事完成いたしました。関係者の方々には心より感謝いたします。

　当協議会で設置しております赤木保育所の改築
を進めておりましたが、おかげさまをもちまして、
新園舎が完成し４月１日に開所を迎えることがで
きました。定員も60名から乳児を含む80名に増
員。新たに一時預かり保育も開始いたしました。
　先人の方々の保育への思いを新元号「令和」へと
繋げてゆくことの重みを感じるとともに、次世代
を担う子ども達の心身ともに健やかな成長の育成
に努められる施設でありたいと願っております。
　当協議会では「みんなで支え合い　一人ひとり
が輝けるまち　こおりやま」を理念に、今後も赤
木保育所が地域福祉の資源として地域の皆様に愛
されるよう努めてまいります。
　これからもより一層の精進をお誓い申し上げてあ
いさつといたします。

　みなさまからお預かりしている「会員会費」は、地域福祉推
進事業やボランティア活動振興事業などを支える重要な財源
となっています。今年度も引き続きご支援くださいますよう
お願いいたします。

「地域福祉を支える大きな力」
社協会員へのご加入のお願い

善意の寄付には税制上の特典が！
　事業所や市民のみなさまから寄せられた会員会費の寄付
金には、次のような税制上の特典があります。
●事業所等の法人の場合は全額、損金算入（法人税法37条）
　として税制上の優遇措置が認められます。
●個人の寄付でも控除（所得税法78条）の対象となります。

！

会長あいさつ

社会福祉法人
郡山市社会福祉協議会

赤木
保育所 新しい園舎になりました!

《保育所像》 「明るく元気で心豊かな保育所」

広くなった新しい
園舎で

元気いっぱい、笑
顔もいっぱい 定員も60名から80名に増えました。

『みんなで支え合い  一人ひとりが輝けるまち  こおりやま』
の実現をめざして（第４次地域福祉活動計画基本理念）

令和元年度事業計画

生活支援コーディネーターによる
地域の生活課題の発見と解決に向けた取組

住民主体の集いの場や生活支援の創出

福祉人材（ボランティア）の発掘・育成

たすけあい活動（有償ボランティア） いきいきサロン（集いの場の創出） 協議体※での話し合い
※住民同士で話し合う場

コーディネーターによる調査

夏･ボランティア体験
プログラムの開催

地域福祉推進セミナーの開催

〈その他にも様々な事業を実施します!〉
•あんしんサポート（日常生活自立支援事業）
•成年後見事業（法人後見）の推進
•東日本大震災による避難者の支援
•訪問介護事業
•居宅介護支援事業
•いきいきデイクラブ事業
•障がいに関する総合的、専門的な相談
※この他の事業についてはホームページをご覧ください。

1

3

2

０歳児からご利用いただけるようになりました。

「笑顔」でつながる支え合い活動を目指します！

「住民参加型在宅福祉サービス事業」
　たすけあい活動

高齢者・障がい者・妊産婦の日常生活に
おいて「ちょこっと困っている・・・」こと
や「安心で自立した生活」のお手伝いを
する応援団です。

●コミュニケーションに自信がない
●働くことへの意欲が湧かない
●自分にとって何が適職なのかよく
　わからない
●長期間働いたことがなく自信がない
　等々

【曜日・時間】　月曜日～金曜日
 　　　　　　午前８時30分～午後５時
　　　　　　 （必要に応じて午前７時～午後７時）

○朝のゴミ出しに困っている・・・
○お部屋の掃除やお風呂の掃除を手伝ってほしい・・・
○買い物に困っている・・・
○電球交換や季節の衣類等の出し入れが不安・・・など

①掃除　②簡単な家事　③買い物　④外出時（通院、買い物）の付
き添い　⑤その他（自立した生活を支えるために必要なお手伝い）

例えば、こんな時・・・

助っ人会員（有償ボランティア）がお手伝いします！

【利用料金】　10分単位 100円（チケット事前購入制）

※利用時間等は、１日１回２時間を限度とする。
※年末年始（12/29 ～１/３）、土日・祝日を除く。

（住民の有償ボランティア）
助っ人会員

就労準備支援事業 スタート!!

仕事の不安、働くことの悩み
いっしょに解決しませんか？

あなたの自立に向けた支援プランを
あなたのペースに合わせて実施していきます

働くことに不安のある方、悩んでいる方、
ひとりで悩まず　まずはご相談を

本事業の利用には
郡山市『自立支援相談窓口』への申込みが必要です。
郡山市役所　本庁舎１Ｆ 保健福祉総務課
TEL 024－924－3822　に　ご相談を!!

特集1

新園舎で初めての花見！

（郡山市から社会福祉協議会が受託）

●長期間働いたことがなく自信がない
　等々

しごと　ワン・ステップ・ＵＰ！！



社協だより No.133⑤ 社協だより No.133 ④

令和元年度　郡山市社会福祉協議会予算

平成30年度　郡山市社会福祉協議会決算報告

《収入》

《支出》

（単位：千円）会費収入 30,723前期末繰越金 114,466

987,784千円987,784千円
収入計

支出計
987,784千円987,784千円

寄付金収入 3,756
経常経費補助金収入

134,105

受託金収入 200,965

貸付事業収入 2,483

負担金収入 15,543

介護保険事業収入 150,740
保育事業収入 243,626

障害福祉サービス等事業収入
41,534

受取利息配当金収入 119

その他の収入
10,615

拠点区分間繰入金収入 19,135
積立資産取崩収入

9,393

その他の活動による収入 596
サービス区分間繰入収入 7,849

いきいきデイクラブ事業 50,051
予備費 16,032

法人本部 154,809

地域福祉推進事業 84,916

福祉サービス利用援助事業
82,180

赤木保育所 103,829

希望ヶ丘保育所 183,535

介護保険等事業 165,491

障害者総合支援事業
104,136

居宅介護支援事業
42,805

事業収入 2,136

《収入》

《支出》

会費収入 30,855,750

前期末繰越金 200,816,602

1,423,525,407円1,423,525,407円
収入計

支出計
1,247,812,040円1,247,812,040円

寄付金収入 4,866,474

経常経費補助金収入 125,761,375

受託金収入 177,383,698

貸付事業収入 2,326,000

負担金収入 14,415,139

介護保険事業収入
147,350,210

保育事業収入 208,627,680

障害福祉サービス等事業収入 40,919,740受取利息配当金収入
83,986

その他の収入 21,345,212

施設整備等補助金収入
138,524,000

基金積立資産取崩収入
173,361,303

積立資産取崩収入
112,396,548

その他の活動による収入
22,602,690

いきいきデイクラブ事業
45,239,702 法人本部 278,849,322

地域福祉推進事業
63,954,524

福祉サービス利用援助事業
74,932,717

赤木保育所 241,756,971
希望ヶ丘保育所 227,130,952

介護保険等事業
173,760,953

障害者総合支援事業
102,943,374

居宅介護支援事業
39,243,525

事業収入 1,889,000

令和元年10月１日採用予定の職
員を募集します。

【受験案内配布】
６月24日（月）～７月26日（金）

【申 込 受 付】　
６月24日（月）～７月26日（金）
消印有効

【第一次試験】
８月10日（土）
※詳細は、受験案内をご覧くだ

さい。

職種（募集人員）

事務職員（１名）

受　験　資　格

昭和59年４月２日以降に生ま
れた方で、社会福祉士の資格
を有する方、又は４年生大学
を卒業した方。令和元年10月
１日から勤務できる方

郡山市
社会福祉協議会
正職員募集

お 知 ら せ

　福祉の仕事を探している方と、人材
を求めている福祉の職場との橋渡し
（無料職業紹介）を行っています。お気
軽にご相談ください。

【日　時】　７月22日（月）／８月26日（月）
　　　　　９月24日（火）／ 10月28日（月）
　　　　　11月25日（月）／ 12月23日（月）
　　　　　１月27日（月）／２月25日（火）
　　　　　３月23日（月）
　　　　　午前10時から午後３時
【場　所】　郡山市総合福祉センター

【日　時】　７月15日（月）
　　　　　午後12時40分～午後４時
【場　所】　ビッグパレットふくしま
　　　　　（郡山市南２-52）
【内　容】　施設・事業所PR
　　　　　（午後12時40分～）
　　　　　合同就職説明会
　　　　　（午後２時～）
【参加費】　求職者は無料（当日自由参加）

福祉の仕事相談会

福祉の職場 合同就職説明会

お問い合わせ先
社会福祉法人
福島県社会福祉協議会
福祉人材センター
ＴＥＬ ０２４-５２1-5662

生活支援コーディネーターの主な取り組みについて 　郡
山
市
で
は
、
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域

の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
を
広
め
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　地
域
の
皆
様
と
当
協
議
会
の
職
員（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）が
と
も
に
地
域
課
題
を
見
つ
け
、

課
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
を
す
る
た
め
に
地
域
に
出
向
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　高
齢
化
が
進
む
中
で
、
生
活
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
の

課
題
を「
我
が
事
」と
し
て
と
ら
え
、
み
ん
な
で「
丸
ご
と
」受
け
止
め
る
こ
お
り
や
ま
を
目
指
し
、
わ
た
し

た
ち
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
宮
田
団
地
集
会
所
で
は
、
毎
週
金
曜

日
に
地
域
の
住
民
が
集
ま
っ
て
、
百
歳

体
操
と
茶
話
会
を
元
気
いっ
ぱ
い
行
っ
て

い
ま
す
。

　
百
歳
体
操
で
は
、
集
会
所
の
壁
に
映

し
出
さ
れ
た
映
像
を
見
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、
無
理
な
く

身
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　
体
操
の
後
に
行
わ
れ
て
い
る
茶
話
会
で

は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
季

節
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
な
ど
が
テ
ー
ブ

ル
に
並
び
、
話
題
が
絶
え
ず
と
て
も
賑
や

か
な
茶
話
会
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　田
村
地
区
社
協

宮
田
団
地
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
自
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ

ん
が
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
サ
ロ
ン
を
毎

月
第
一
月
曜
日（
五
月
・
十
一
月
は
第
二

月
曜
日
）に
桑
野
地
域
公
民
館
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　「
初
め
て
な
の
で
す
が
、
参
加
し
て

も
大
丈
夫
で
す
か
？
」と
、
五
月
の
子

育
て
サ
ロ
ン
に
は
２
組
の
新
し
い
親
子

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。「
ど
う
ぞ
、
こ

ち
ら
へ
」と
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で

迎
え
ら
れ
た
親
子
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け

て
、
輪
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

  

〝
自
由
遊
び
〞の
サ
ロ
ン
で
は
大
型

遊
具
や
、
ボ
ー
ル
遊
び
、
お
ま
ま
ご
と

玩
具
が
人
気
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一

緒
に
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
声
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　郡
山
地
区
社
協
桑
野
支
部

　
　
　
　
　  

子
育
て
サ
ロ
ン

すべり台の上でバンザイ！

地域資源の情報収集・発信

担い手の育成・発掘 住民主体のネットワーク作り

生活ニーズの把握・マッチング

地域の方が利用できる地
域サービスを把握し、情
報提供をおこないます。

ボランティア講座や住民座談会を
行い、担い手の育成につなげます。

地域の中でのネットワーク作
り（協議体）を推進します。

地域の困りごとを把握し
適したサービスとの連携
調整を図ります。

体操をしている姿は真剣！

生活支援
コーディネーター
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社協だより No.133⑦ 社協だより No.133 ⑥

災害救援ボランティア養成講座
　この講座では、災害時におけるボランティア活動を推進するために設置される『災害ボランティアセンター』の運営に協
力する『災害救援ボランティア』として必要な知識を学ぶとともに、ボランティア同士の日常的なネットワークづくりを図
ります。町内会・自治会をはじめ、地区社協・支部社協やさまざまな地域組織が一丸となり、災害に強いまちづくりについ
て一緒に考えてみませんか？

日　　　時　８月20日（火）・27日（火）の２日間
　　　　　　（各回とも午後６時30分～午後８時45分）
会　　　場　郡山市総合福祉センター　５階集会室
参加対象者　•市内在住または通勤、通学をしている18歳以上（高校生は除く）
　　　　　　•災害救援ボランティアに興味、関心のある方
　　　　　　•全日程（２日間）を通して受講できる方（一般公開講座のみ受講の方を除く）
定　　　員　20名（定員になり次第、締め切ります）
　　　　　　※８月20日（火）は公開講座のため、定員は50名とします。
申 込 〆 切　令和元年８月９日（金）
参　加　費　無料
申込み方法　来所・電話・FAX・E-mailのいずれかで
　　　　　　①受講希望日　②氏名　③住所　④電話番号　⑤所属団体　をボランティアセンターまでお知らせください。
そ　の　他　受講修了後、希望される方は災害救援ボランティアとして登録し継続的な情報交流・仲間づくり・継続研修等

に参加いただけます。

登録団体紹介

問い合わせ先 ボランティアに関するお問い合わせは　TEL 024-924-2968　FAX 024-924-2954

ボランティアセンター掲示板ボランティアセンター掲示板

＜団体・活動内容の紹介＞
　私たちは、福島県内のギャンブル依存症の家族の集まりです。
同じ悩みを抱える人と苦しみを分かち合い、解決に向けて知恵
を出し合う会を開催しています。
　また、医師や司法書士、行政等と連携をとりながら、勉強会
や啓発活動も行っております。
＜活動日時・場所＞
　日時　毎月第４土曜日　午後１時30分～午後３時30分まで
　場所　郡山市中央公民館　他
　☆申込み不要、秘密は厳守されます☆
＜会からひと言＞
　ギャンブル依存、ゲーム・ネット依存は本人が自覚しないま
ま、誰でもが陥りやすい病気です。偏見を持たず！一人で抱え
込まず！共に対応の仕方を学びませんか？
　ご家族、友人、どなたでもご参加ください。
  セミナーのお知らせ
　日時　令和元年11月16日（土）　午後１時～午後３時30分（予定）
　場所　会津大学（大講義室）
　講師　公益社団法人　ギャンブル依存症問題を考える会
　　　　代表　田中　紀子氏　（他）
　内容　ネット・ゲーム・ギャンブル等の依存症の理解と対応の仕方（仮）
　　　   ※詳細は下記の問い合わせ先まで
＜問い合わせ先＞
　全国ギャンブル依存症家族の会　福島
　TEL 090-8927-4895　服部まで

＜団体・活動内容の紹介＞
　きこえない、きこえにくいお子さんを育てている家族が気
軽に集まるサークルです。年に数回はどなたでも参加できる
講演会も開催しています。
　詳しくはブログ
　https://ameblo.jp/moimoi-fukushima まで
＜活動日時・場所＞
　日時　毎月1回～２回（不定期）
　　　　午前９時30分～正午
　場所　郡山市青少年会館やニコニコこども館など
＜会からひと言＞
　軽度難聴から補聴器装用、人工内耳装用などいろんなお子
さんがいます。お父さん、お母さんが活動に参加している間、
お子さんたちと遊んでくださる保育ボランティアを募集して
います！手話がわからなくても大丈夫です‼お気軽に下記ま
でどうぞ。
＜問い合わせ先＞
　きこえ子育てサークル　もいもい
　E-mail：moimoi.fuku@gmail.com　事務局　中村まで

全国ギャンブル
依存症家族の会

福島

きこえ子育てサークル　もいもい

ギャンブル依存症は
WHO（世界保健機関）に
認定された病気です。

　「もいもい」は子どもの
好きな絵本のタイトルか
らとりました。
　2017年９月にスタート
して1年半！
　少しずつ「みんなのもい
もい」になっているのを実
感しています。

「もいもいのマークです」
～“ギャンブル依存症”には
　   “解決策”があります～
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ファミリーフェスタ2019開催決定!
　郡山の健康や福祉に関する情報を、楽しいステージや体験コーナーを通じて体感するイベント、「ファ
ミリーフェスタ」が今年も開催されます！昨年度は約１万３千名が来場し、大盛況だったファミリーフェス
タにあなたも参加してみませんか？
　昨年、大好評だった屋外展示場エリアもさらに充実をして、ステージイベントではみんなが大好きなあ
のキャラクターも登場します！
　今年も多くの団体の協力のもと、趣向を凝らした内容を準備して皆さまのご来場をお待ちしています！

　郡山の健康や福祉に関する情報を、楽しいステージや体験コーナーを通じて体感するイベント、「ファ
ミリーフェスタ」が今年も開催されます！昨年度は約１万３千名が来場し、大盛況だったファミリーフェス
タにあなたも参加してみませんか？
　昨年、大好評だった屋外展示場エリアもさらに充実をして、ステージイベントではみんなが大好きなあ
のキャラクターも登場します！
　今年も多くの団体の協力のもと、趣向を凝らした内容を準備して皆さまのご来場をお待ちしています！

大人気のステージイベント 屋内展示場の様子

《開催日時》 
 2019年９月29日（日）
 午前10時から午後３時まで

《開催場所》
 ビッグパレットふくしま

《入 場 料》
 無　料



こおりやま 

社協だより

特集１　赤木保育所リニューアル　定員 20 名増 !　～ 待機児童解消 ～

特集２　夏・ボランティア体験プログラム開催決定！

社協だより No.133① 社協だより No.133 ⑧

問い合わせ先 各事業等に関するお問い合わせは ☎ 024ー932ー5311  FAX 024－932－6768

みんなで支え合い  一人ひとりが輝けるまち  こおりやま

◆申込期間　７月１日（月）～８月２日（金）
　　　　　　※定員になり次第締め切ります
◆内　  容　ワークショップ
　　　　　　「プリザーブドフラワー作り」と茶話会

郡山市社会福祉協議会
避難者生活支援相談室まで
TEL 024－953－8337

お問い合わせ・申し込み先

ワークショップを通じて
新たな趣味や友人を
見つけてみませんか

◆日　  時　令和元年８月20日（火）
　　　　　  

◆対 象 者 　郡山市内に避難されている方、郡山市にお住まいで
　　　　　　 プリザーブドフラワーに興味のある方
◆参 加 費   １人1,000円　※要申込み
◆定　  員　午前･午後ともに35名ずつ（先着順）
◆会　  場　郡山市総合福祉センター５階 集会室

 

コミュニティカフェ開催コミュニティカフェ開催
午前の部　午前10時～正午まで
午後の部　午後１時30分～午後３時30分まで

避難者生活支援相談室からのお知らせ避難者生活支援相談室からのお知らせ

中学生以上の方で、市内在住または通勤通学をしている方
※ただし、中学生・高校生は事前学習会から事後学習会まで
　全日程参加できる方

①高齢者や障がい児者、児童などが利用する施設・団体での
　交流
②各種ボランティア・市民活動団体での体験学習

＜中学生・高校生コース＞
100名（それぞれの活動先が定員になり次第終了）
＜学生・社会人コース＞
※体験期間中、活動先の定員に余裕がある限り、随時受付
　します。

500円（ボランティア活動保険の掛け金および資料代として）
また、食事代や交通費など活動にかかる費用は参加者の負担となります。

＜中学生・高校生コース＞
　６月３日（月）～６月17日（月）まで

中学生・高校生は各学校を通じて申し込みをしてください。

＜学生・社会人コース＞
　７月18日（木）から受付を開始します。

専門学校生・短大生・大学生および社会人の方は、ボランティアセン
ターへ来所し、申し込みをしてください。まずはお電話で来所する
日時をご相談ください。（プログラム開催期間中いつでも受付します）

　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間
を利用して気軽に体験活動を通して、さまざまな人と出会い、関わりながらボランティア活動への理解と関心を深めていただ
くことを目的に「2019 夏･ボランティア体験プログラム」を開催します。ボランティア体験を通して社会とのつながりを広げ、
地域社会や自分自身を豊かにすることができる素晴らしいチャンスです。
　今後、次世代を担っていく学生のみなさんをはじめ、地域社会を支えている社会人のみなさんもぜひ参加してみませんか？

郡山市社会福祉協議会「2019夏・ボランティア体験プログラム」係　
TEL 024-924-2968　FAX 024-924-2954　　E-mail：k-shakyo-v@violin.ocn.ne.jp

※事前・事後学習会は、中学生・高校生が対象です。学習会に出席しない方は活動に参加できません。
※専門学校生・短大生・大学生および社会人の方につきましては、個別にオリエンテーションを行います。

　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間

夏・ボランティア体験プログラム開催！

問い合わせ
郡山市社会福祉協議会「2019夏・ボランティア体験プログラム」係　
TEL 024-924-2968　FAX 024-924-2954　　E-mail：k-shakyo-v@violin.ocn.ne.jp

参加対象

2019
　ボランティア活動や市民活動に興味はあるけれど、「きっかけがない」。そんな思いをもっているみなさんに、この夏の期間
を利用して気軽に体験活動を通して、さまざまな人と出会い、関わりながらボランティア活動への理解と関心を深めていただ
くことを目的に「2019 夏･ボランティア体験プログラム」を開催します。ボランティア体験を通して社会とのつながりを広げ、
地域社会や自分自身を豊かにすることができる素晴らしいチャンスです。
　今後、次世代を担っていく学生のみなさんをはじめ、地域社会を支えている社会人のみなさんもぜひ参加してみませんか？

中学生以上の方で、市内在住または通勤通学をしている方
※ただし、中学生・高校生は事前学習会から事後学習会まで
　全日程参加できる方

活動先・活動内容
①高齢者や障がい児者、児童などが利用する施設・団体での
　交流
②各種ボランティア・市民活動団体での体験学習

募集定員
＜中学生・高校生コース＞
100名（それぞれの活動先が定員になり次第終了）
＜学生・社会人コース＞
※体験期間中、活動先の定員に余裕がある限り、随時受付
　します。

参 加 費
500円（ボランティア活動保険の掛け金および資料代として）
また、食事代や交通費など活動にかかる費用は参加者の負担となります。

（オリエンテーション、活動先
の担当者との打ち合わせ等）
※昼食は各自持参してください。

事前学習会

7月13日（土）
午前10時～午後３時

場所／郡山市総合福祉センター

（事前学習会に出席できな
かった方が対象）　

追加学習会

7月17日（水）
午後５時30分～午後７時

場所／郡山市総合福祉センター

この期間中、３日～５日間
程度の活動をしていただき
ます。

ボランティア体験期間

7月22日（月）～８月16日（金）
事後学習会

8月31日（土）
午後１時30分～午後４時

場所／郡山市総合福祉センター

活動を体験した仲間と一緒
に体験のふりかえりをしま
す。

※事前・事後学習会は、中学生・高校生が対象です。学習会に出席しない方は活動に参加できません。
※専門学校生・短大生・大学生および社会人の方につきましては、個別にオリエンテーションを行います。

＜中学生・高校生コース＞
　６月３日（月）～６月17日（月）まで

募集期間

中学生・高校生は各学校を通じて申し込みをしてください。

＜学生・社会人コース＞
　７月18日（木）から受付を開始します。

専門学校生・短大生・大学生および社会人の方は、ボランティアセン
ターへ来所し、申し込みをしてください。まずはお電話で来所する
日時をご相談ください。（プログラム開催期間中いつでも受付します）

場所／郡山市内の福祉施設や
　　　ボランティア団体等で活動

特集2

この印刷物は、FSC の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。
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ふれあいネットワーク

新園舎に笑顔いっぱい、
たくさん遊んで大きくな～れ♪

令和に羽ばたけ
あかぎっこ！
令和に羽ばたけ

新園舎に笑顔いっぱい、
たくさん遊んで大きくな～れ♪

あかぎっこ！




